
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 武豊町 

第２号（R5.11.22） 

アンケートを基に、制服改定委員会にてネ

クタイ・リボンの設定有無を話し合いまし

た。結果については、以下をご覧ください。 

武豊町教育委員会 学校教育課 

1．ネクタイ・リボンについて 

 

 

必要意見 

不要意見 

・あった方が中学生らしさが出てよいし、規則を守る練習になる。 

・将来はネクタイを着用するので、今からしっかりと服を着る練習になる。 

・制服は学校以外にも、冠婚葬祭時に着用するので、必要と考える。 

・着けるのが大変だし、着替えにも時間がかかるのではないか。 

・家庭の支出、洗濯等の手間、使用頻度等を考え、簡素化すべきと思う。 

・ノーネクタイの時代に、着用日を設けてまで設定する必要はない。 

制服改定委員の意見 

・教職員を除く、小学生・中学生・保護者は、必要意見 約６割・不要意見 約４割だった。 

 これを基に、どちらの考えの人も納得できる『合意』を形成することが必要である。 

・多くの人の理解が得られるように、また、中学生が制服を着用する際の選択肢を多くするため、ネ

クタイ・リボンはオプションとし「購入する・しないを含めて自由」の方針を打ち出せないか。 

マスターメーカー（トンボ）より 

・ネクタイ・リボンの購入自体を自由にしている所は、他市町ではほとんどない。購入自由にすると

メーカーや販売店が販売数の予想が立てられないため、受注生産による販売となってしまう。 

・ネクタイ・リボンを受注生産とすると、これまでの制服販売時期と比べて、早く注文受付を開始し

ないと、小学校の卒業式までに希望者全員に届かなくなってしまうことが考えられる。 

 

・制服として、色・型を町統一で設定する。（受注販売するメーカー・販売店の負担を軽減するため） 

・ネクタイ・リボンは購入するのも、購入しないのも自由。着けるのも、着けないのも自由とする。 

・学校は生徒全員が着用する日（着用日）の設定をしない。 

・令和６年度の小学校卒業式までに希望者の手元に届くように、各販売店の準備が整った段階で、ネ

クタイ・リボンの購入案内を小学校６年生の児童対象に行う。（夏～秋ごろの予定） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制服改定委員会にて検討予定の内容 

・マスターメーカーが作成する新制服仕様書について 

・新制服３案のサンプル（実物）を見て微修正 

・エンブレムデザインのマスターメーカー修正案の調整 

２．制服デザイン（色・コンセプト案）について 

マスターメーカー（トンボ）より 

・ブレザーは紺色（ネイビー）が一般的であり、トンボ以外の他社も布地の用意がしやすい。多くの

縫製メーカーが参入できれば、多様な制服が販売され、価格も抑えられやすくなると考えられる。 

・ボトム（スラックス・スカート・キュロット）の布地として用意しやすいものには「明るめのグレ

ー」「濃いめのグレー」「同系色のネイビー」の３パターンが考えられる 

・さらに「イメージコンセプト」をもとに差し色（チェック柄）を設定し、制服をデザインしていく。 

制服改定委員の意見 

・ブレザーは紺色（ネイビー）とする。 

・ボトムは、以下の３つのコンセプトを基に、サンプル作成→新制服決定選挙で１つに決める。 

「スマイルタウン」 「武豊町民」 「伝統・歴史」 

ボトム：明るいグレー 

差し色：黄色 
 

明るい色を用いて、武豊町 

らしい朗らかさをプラス 

ボトム：濃いグレー 

差し色：ターコイズブルー 
 

武豊町の色（町旗の色）を使い 

武豊町民を表現 

ボトム：ネイビー 

差し色：赤色 
 

上下同系色に赤を入れた 

落ち着いた、伝統的なデザイン 

・オプションのネクタイ・リボンについては、差し色を基にデザインをマスターメーカーへ依頼する。 

３．旧制服を着用できる期間（移行期間）について 

事前調査（アンケート等）で分かっていること 

・武豊町内において、兄姉の旧制服（詰襟・セーラー服）を、年齢の離れた弟妹が着用することを、

予定している家庭がある。 

・町内販売店では、旧制服（詰襟・セーラー服）と新制服（ブレザー）の両方を併売することは、店

舗経営の都合上難しい。 

制服改定委員の意見 

・武豊町として、移行期間を特に設けず、兄姉や親戚が使用していた旧制服はいつまでも着用可能と

する。町内販売店にて旧制服の販売は行われないため、新たに購入して着用することはなしとする。 

・旧制服（詰襟・セーラー服）の新規販売がないのであれば、無理に時期を決めて、旧制服着用を制

限する必要はないと考える。 

 

各中学校にて検討予定の内容 

・エンブレムデザインコンテスト 

 代表作品決定（各校２種 予定） 

・ブレザー、ボトム、（ネクタイ・リボン）

以外の新制服に関する約束（校則改定） 

武豊町新制服決定選挙 

・２月末～３月 実施予定 

・小４～６年 中１～３年 町立学校全保護者・職員の投票 

・新制服案３種のサンプルから１つを選ぶ 

・エンブレムも各校２種から１つを投票で決定 


